
 

 

「令和 6 年トリプル改定の影響と今後の動向」 
〜医療・介護・障害福祉サービスの提供体制の工夫〜 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 日 時 

   2024年 10月 26日（土） 

   13：30～16：30 入室受付 13：10～ 

□ 当日運営事務局 

   兵庫県立大学神戸商科キャンパス 

   産学人材育成センター 

    ＴＥＬ078-794-6186 

    MAIL：sangaku1@mba.u-hyogo.ac.jp 
 

主催：産学公人材イノベーション推進協議会 

 

協賛： 兵庫県立大学大学院社会科学研究科 

兵庫県立大学社会科学研究科経営専門職 

専攻同窓会 

 

事前申込は、FAX もしくはメールにて 

お願いします。 

【お申込み・お問合せ】  

兵庫県立大学神戸商科キャンパス内  

産学人材育成センター TEL：078-794-6186 

（電話・訪問 月・水・金・土 10:00 ～ 15:00） 

FAX：078-794-6186  

MAIL：sangaku1@mba.u-hyogo.ac.jp 
 

※ご提供いただいた個人情報は、当イベント関

連の案内及び実施以外には使用しません 

 

氏  名 所属先 ＴＥＬ E-mail 
    

    

    

ご記入の際は、楷書体ではっきりとお書きください。 
申込締切：2024 年 10 月 18 日（金） 申し込み時に定員を超え、参加できない方に限りご連絡いたします。 

13：30  開会 司会・進行  

木下 隆志（本学社会科学研究科 教授） 

 

13：40～15：00 第１部 各分野における報告発表 

「令和 6 年トリプル改定の影響と今後の動向」 

坂田 薫（公益社団法人 京都保健会京都民医連中央病院 副院長 兼 看護部長） 

松本 将八（NPO法人こぐまくらぶ 理事長） 

香取 幹 （株式会社 やさしい手 代表取締役社長執行役員） 

赤尾 史門（加古川中央市民病院 看護師長） 

（休憩 10 分） 

 

15：10～16：30 第２部 報告発表内容 

  2 部進行 コメンテーター  

筒井 孝子 (本学社会科学研究科 教授） 

小山 秀夫（本学社会科学研究科 特任教授） 

 

6：40  終了 

令和６年度のトリプル改定は、長年国を挙げて取り組んできた「2025年問題」を間近に控えた内容と言われて

います。それぞれの法人としては、今後の 2040年に迎える、85歳以上の人口割合の増加、生産年齢人口の急

減、各専門職の人材不足、DXの事業環境の変化への対応、それらの対応に取り組む経営基盤の構築といった喫緊

の課題がある一方、個別の意思決定では解決できない課題も多く、創造的な投資戦略を活かす構想力が試される

ことになりそうです。 

この報酬改定の意図は、「2025年問題」、日本の人口の年齢別比率が劇的に変化して「超高齢社会」となるこ

と。社会構造や体制が大きな分岐点を迎えること。そして、医療や介護、障害福祉分野における雇用など、様々

な分野に影響が出ることを想定しています。今回のセミナーでは、各分野で今回の改定の影響度を確認していた

だき、提供体制の効率化とサービスの連携の工夫について議論を深めていきたいと思います。みなさまの参加を

お待ちしております。 

ＭＢＡ 第 37 回(通算) 医療・介護マネジメントセミナー 

【プログラム】 

教育棟Ⅱ‐C101（予定会場） アクセス：https://www.u-

hyogo.ac.jp/about/access/kobeshoka/（５番） 

資料ダウンロード URL（10 月 21 日以降にダウンロード可能です） 

https://mba.kngh.jp/ （省資源の取組にご協力をお願いいたします） 

 

https://mba.kngh.jp/

